
古賀市議会議員 奴間健司 1

古賀市議会における
議会改革の経験
市民の声が原動力

２０１７年７月３１日（月）

市民の行動

議員の活動

議長の構想
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その１ 現在のすがた

その２ ２０年余の前史

その４ ビデオレター上映

その５ 議会改革の先に

その３ 議会改革の具体的経験
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その１ 現在のすがた
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２０１４年、２０１５年度、
２０１６年度

３年連続で九州・沖縄で
第１位の評価

元三重県知事、早稲田大学マニフェスト
研究所顧問の北川正恭先生と握手
（福岡市・６月２４日）
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政務活動費の収支報告をインターネット公開しました
（２０１５年１月２１日）

２０１４年度分から領収書・収支報告・調査報告をインターネット全面公開へ

２
０
１
３
年
２
月
・
政
務
活
動
費
交
付
条
例
の
全
部
を
改
正

使
途
範
囲
を
拡
大
せ
ず
、
議
長
に
よ
る
透
明
性
確
保
義
務
も
明
記

古賀市議会はラ
ンキング２位
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古賀市議会の取り組みが月刊・「ガバナンス」に
紹介されました（２０１５年１２月号）

２
０
１
５
年
度
の
視
察

１
４
件

２
０
１
６
年
度
の
視
察

１
３
件

２
０
１
７
年
度
の
視
察

９
件

議
会
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が

古
賀
市
議
会
の
取
り
組
み
を
説
明

視
察
来
訪
を
歓
迎
し
ま
す
！
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２０１５年度の視察
①熊本県大津町議会（７月７日）
②愛知県小牧市議会（７月９日）
③埼玉県川越市議会（８月１９日）
④愛知県知多市議会（１１月５日）
⑤大分県竹田市議会（１１月５日）
⑥京都府向日市議会（１１月１０日）
⑦群馬県渋川市議会（１１月１０日）
⑧長崎県対馬市議会（１１月１２日）
⑨兵庫県たつの市議会（１１月１３日）
⑩奈良県生駒市議会（１月２６日）
⑪埼玉県行田市議会（１月２９日）
⑫京都府長岡京市、向日市（２月８日）
⑬千葉県袖ヶ浦市議会（２月１０日）
⑭滋賀県彦根市（２月１５日）

２０１６年度の視察
① ４月２８日（木）糟屋郡志免町議会
② ５月 ９日（月）糟屋郡宇美町議会
③ ５月１８日（水）大分県津久見市議会
④ ７月１３日（水）大刀洗町議会
⑤１０月１１日（火）神奈川県厚木市議会
⑥１０月１７日（月）茨城県下妻市議会
⑦１１月 １日（火）広島県東広島市議会
⑧１１月１６日（水）長崎県壱岐市議会
⑨１１月１７日（木）茨木県石岡市議会
⑩１１月１８日（金）愛媛県西予市議会
⑪ ２月 ２日（木）千葉県成田市議会
⑫ ２月 ７日（金）大阪府泉大津市議会
⑬ ２月１５日（水）徳島県小松島市議会

２０１７年度の視察
① ４月１３日（木）富山県小矢部市議会
② ５月３１日（水）鹿児島県志布志市議会
③ ７月１３日（木）三重県名張市議会
④ ７月２７日（木）香川県三豊市議会
⑤ ８月 ３日（木）島根県浜田市議会
⑥ ８月 ７日（月）埼玉県越谷市議会
⑦１０月 ５日（木）山形県南陽市議会
⑧１０月１３日（金）広島県三次市議会
⑨１０月２４日（火）愛知県東海市議会
⑩１０月２５日（水）山形県長井市議会
⑪ １月２５日（木）大阪府北摂市議会議長会

視察時の説明の様子
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●
定
例
会
の
記
録
と
課
題
メ
モ

定
例
会
終
了
後
の
議
会
運
営
委
員
会
に
提
出

●
議
会
改
革
の
継
続
の
為
の
努
力
は
続
く

●
議
運
に
は
入
れ
な
い
と
き
は
委
員
外
議
員
と
し
て

出
席
し
て
発
言
し
ま
し
た
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その２ ２０年余の前史



実現検討提案・試行

２２年にわたる歩み

２０１１年

１９９５年

１９９７年

●
日
経
新
聞
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
研
究
所
の
評
価

●
看
護
大
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

●
防
災
要
綱
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

●
議
会
基
本
条
例
、
議
会
報
告
会

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会

●
活
性
化
特
別
委
や
議
運
に
よ
る
検
討
の
着
手

●
議
会
基
本
条
例
の
視
察
研
修
、

三
重
県
議
会
事
務
局
次
長
の
研
修
会

●
「
基
本
条
例
は
、
来
期
の
重
要
な
検
討
課
題
」

●
市
制
施
行
を
前
後
す
る

改
革
の
模
索

●
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行

●
議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

●
一
日
一
委
員
会
の
開
催

●
議
長
裁
量
に
よ
る
一
問
一
答

森町政・市政 中村市政 竹下市政 中村市政

高原議長 前田議長 小山議長 矢野議長 奴間議長
結城
議長

古
賀
町
か
ら

古
賀
市
へ

福岡県地方議員交流会（１９９６年～）

２０１５年

●
議
員
８
人
の
申
し
入
れ

（
１
９
９
５
年
９
月
）

●
議
会
だ
よ
り
創
刊

１
１
月

●
議
員
６
人
の
申
し
入
れ

（
２
０
０
３
年
６
月
）

議
会
交
際
費
公
開
、
委

員
長
報
告
配
布
な
ど
）

コロッケの「母さんのあおいくま」
あ：あせるな
お：おこるな
い：いばるな
く：くさるな
ま：まけるな

継続

議
会
改
革
の
前
史

奴間９
松島７
西尾２
内場１●

フ
ラ
ン
ス
村
疑
惑
の
請
願

●
学
童
保
育
所
の
実
現

●
ス
ミ
チ
オ
ン
空
中
散
布
中
止

▼
議
会
改
革
継
続
の
努
力
は
続
く

▼
議
会
報
告
会
の
継
続

▼
政
策
推
進
会
議
の
こ
れ
か
ら



１９９５年９月１４日
議案採決を最終日にすること、一般質問持ち時間制を提案

２２年前
議会改革の一歩が記された

前史



１９９６年９月の申し入れ
議会だより、一般質問の第一答弁書
一般質問通告書の傍聴者配布を提案

前史



主な流れ

検討の着手 活性化特別委（2010年）や議運
●議会基本条例の視察研修、三重県議会事務局次長による研修会
●特別委最終報告「基本条例は、来任期における重要な検討課題」

議会改革の実現 2011年5月の新体制発足による
●議会基本条例策定を掲げた議長の所信表明
●インターネット中継、議会基本条例の施行、改革度九州沖縄１位
●災害対応要綱や看護大学とのパートナーシップ協定

改革の模索 市制施行（1997年）を契機に
●「議会だより」の発行 ●議会閉会中の所管事務調査
●一日一委員会の開催 ●議長裁量による一問一答

13

議会改革の定着・継続 2015年5月以降の今期
●改選後の新たな体制による議会改革の定着、継続
●まち・ひと・しごと地方創生への対応 ●スマホ、iPad対応

模索

検討

実現

定着
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その３ 議会改革の具体的経験



前期議長（奴間健司）就任の所信表明（２０１１年５月）
第１に、魅力と誇りある古賀市を目指す。古賀市の持てる特徴を最大限に生かし、市民の皆
様の幸せ、環境、福祉、子育て、教育、そして産業振興など魅力あるまちづくりを実現するた
め、議会として１９名の議員全員で積極的に役割を果たすよう努力する。

第２に、開かれた議会の充実を目指す。議会だよりの充実や議会のインターネット中継、録
画の配信、議会ホームページの充実、議会主催の報告会の開催、市民が傍聴しやすい環境整備
に取り組む。
第３に、議会の役割を発揮するために努力。議案に対する活発な質疑、決算審査の充実と予
算や施政方針への反映、各常任委員会における所管事務調査と提言、各種団体との意見交換等
の充実に取り組む。議会全体での研修会、議会基本条例の制定や第４次総合振興計画の策定に
ついて取り組む。
第４に、民主的な議会運営。日ごろからの議員同士のコミュニケーションに加え、議員連絡
会の定期開催、必要に応じた会派代表者会の開催、正副議長と事務局との定期的打ち合わせな
どに取り組む。
第５に、議会事務局の充実。議会事務局の職員が仕事をしやすい環境整備に配慮し、議員の
調査研究活動、政策づくりなどに対するサポート体制の充実に向けて配慮する。

15
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前期４年間の主な取り組み

2012年5月2011年5月 2013年5月 2014年4月

２００回の正副議長局長定例会議、月1回の議員連絡会

インターネット中継検討 中継実現

議会基本条例検討・可決 施行準備 施行・自由討議

８回 議員全員を対象とする研修会実施

５００回 式典、イベント、各団体総会等での議長挨拶

定例議会の前後に市長、副市長との協議の場

補正特別委、発言通告制、ボタン表決

議場モニター、委員会室カメラ

７
月

初
の
議
会
報
告
会

災
害
時
議
会
対
応
要
綱

・政務活動費条例
・会議規則改正
・深夜花火規制条例
・予算減額修正

３
月
予
算
特
別
委
の
中
継

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

検討に２年間
施行準備に８か月

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
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年 定例会 アンケート数 傍聴者数

２０１６年 ３月定例会 ５枚 ４２人

６月定例会 １１枚 ６３人

９月定例会 ７枚 ６４人

１２月定例会 ８枚 ５５人

２０１７年 ３月定例会 ６枚 ４８人

６月定例会 ４枚 ４９人

古賀市議会
議会傍聴アンケート、傍聴者数

６月定例会 開催日 傍聴者数 アンケート

初日 ６月 ８日 ２人 ０枚

２日目 ６月１２日 ０人 ０枚

一般質問13人
６月１９日 ８人 ０枚

６月２０日 １３人 ０枚

６月２１日 １９人 ４枚

最終日 ６月２６日 ７人 ０枚
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インターネット議会中継に至る合意形成の経験

①検討期間
ア）検討開始：２０１１年６月３日
イ）会派代表者会議等での検討
ウ）同意確認：２０１２年１月１８日（同意１１人、不同意６人）
エ）市長の最終判断と全協での合意：２０１２年１月３０日
オ）インターネット中継開始：２０１２年６月５日

②検討してきたテーマ
ア）議会公開と議場老朽化対策は必要との共通認識
イ）インターネット中継・録画配信はいまや標準的サービス
ウ）インターネット利用率が高齢者でも増加し、障がい者にとって
は必需ツールとなっている

エ）初期投資、維持管理費は導入議会の拡大とともに安価傾向
オ）合意形成と並行して老朽化対策・デジタル化の予算要求を提出
カ）定住化、企業誘致さらには防災や市民参画の審議会等の中継に
も役立つので、予算は議会費でも効果はまちづくり全般に及ぶ



議会トピックスで
リアルタイムの
議会情報発信

20

委員長報告も掲載
付託議案の審査結果
閉会中の所管事務調査

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
ス
マ
ホ
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
も
中
継
・
録
画
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

２
０
１
２
年
６
月
議
会
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
・
録
画
配
信
を
始
め
ま
し
た
。
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会期中の委員会の審議日程を事前に公開しました
審議する議案名とその審議順番

議案名
と順番
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予算特別委員会のインターネット中継開始

（２０１５年３月９日）

●２０１５年６月議会以降
補正予算特別委員会
決算特別委員会
議員全員の特別委員会も
中継・録画配信を開始
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一般質問
書画カメラを活用し
モニターにグラフを表示

iPadからのデータ映写も可能

書画カメラ
（２０１３年～）

７０インチモニター
議場内に３基
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古賀市議会・ホームページ月間アクセス実績

議会トップページ インターネット中継・録画

２０１２年から５年間の９月の推移

インターネット議会への
アクセス

議会トップページへの
アクセス
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議会基本条例等調査特別委員会設置（２０１１年６月２２日）

議会基本条例等調査特別委員会最終報告（２０１３年３月２６日）

議会基本条例案議員提案（８人、２０１３年６月６日）
賛成多数で可決（１３：５，６月１９日）

議会基本条例施行準備会設置（２０１３年８月２２日）
答申（２０１４年３月２０日）

議会基本条例施行に向けた会議規則改正案
全会一致で可決（２０１４年３月２７日）

議会基本条例施行（２０１４年４月１日）⇒議会報告会

議会基本条例の制定、施行に向けた取り組み

先進地視察 市民アンケートワーキングチーム パブリックヒアリング

田中孝男先生研修会 素案検討小委 条例案検討小委 市民説明会

２
年
間
の
検
討

８
ヶ
月
の
準
備

実
践

こ
の
８
ヶ
月
間
の

経
験
が
大
き
な

特
徴
で
し
た

●会議規則改正
●議会報告会
実施要綱
●政策推進会議
運営要綱
●議会全員
協議会規定
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議会基本条例制定をめぐる論点

①条例の目的は何か
有っても無くてもよいのか、必要不可欠な条件か、市民への約束か
②議会の役割（議決、批判・監視、さらに政策提言、結果の説明責任）
③議員研修を盛り込む必要性（個人、委員会、議会全体）
④自由討議（必要性、法的根拠、休憩中でいいのかどうか）
⑤会議の原則公開（現状評価、傍聴者の許可口述の修正）
⑥議会報告会（議会として、会派・個人として、議員個人の意見の扱い）
⑦一問一答（一括質疑も認めるべきか、一問一答の意義）
⑧反問権（質疑と質問の違い、代案・根拠を必要とするかどうか）
⑨政策推進会議（特別委員会とどう違うのか）
⑩条例案の委員会提案か議員提案か
⑪条例案は賛成多数で可決、８ヶ月の準備期間を経て会議規則改正は賛成
全員で可決（政策推進会議や議会報告会に関する要綱等を整備）
⑫条例案の文言の適正化における議会事務局の役割

⑬２０１４年４月以降は議員全員一丸となって
具体化に取り組めた！

議
会
基
本
条
例
施
行
か
ら
３
年
経
過
。
改
選
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
検
証
は
議

運
で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
で
す
。
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議会を身近にする市民アンケート
２０１１年１０月実施

２０００人配布、４５６人回答
議会報告会要望 ４８％
インターネット見る ５７％

市民の声を聞く会
２０１１年１１月２２日開催

３９人参加
議会報告会を行政区ごとに開催を
議会基本条例に期待している
議員のやる気と質の向上が必要



2014年4月30日・議会応接室

初めての幹事会

議会報告会幹事会
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2015年9月14日・第２委員会室

今期の幹事会

前期 今期

各常任委員会、議運の
正副委員長で構成



議会報告会プレゼン・リハーサル

29

前期 今期

２０１４年７月のリハーサル ２０１６年１０月のリハーサル



会場の全景
2014年7月20日・リーパス

30

初の議会報告会に１０３人が参加、よかったと評価
●７月１８，１９，２０日の議会報告会に市民１０３人が参加
●アンケートには開催を評価する声が記入

前期

年 度 参加者数

２０１４年度
３会場（７月）

１０３人

２０１５年度
１会場（１１月）

１８人

２０１６年度
３会場（１０月）

７０人
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今
回
初
め
て
取
り

入
れ
た
「
カ
フ
ェ

方
式
」
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
各

委
員
会
委
員
が
順

番
に
回
り
ま
す
。

参
加
者
か
ら
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
１
６
年
も
９

月
定
例
会
後
に
３

中
学
校
区
で
開
催

し
ま
し
た
。

今期初めての
議会報告会
２０１５年
１１月１４日
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各
常
任
、
決
算
、
政
策
推
進
会
議
報
告
・
２
５
分

各
常
任
テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
対
話
・
４
０
分

カ
フ
ェ
方
式

全
体
質
疑
・
１
５
分

三豊市議会の議会報告会



一問一答

議長裁量で一問一答を１７年前から導入
●２０００年８月に申し合わせ事項の改正
●一般質問で一問一答が実施される（持ち時間は３０分）

議会基本条例で一問一答を正式に規定
●２０１４年４月１日から施行
●基本条例 第９条
議会の会議における議員と市長等との質疑応答は、市政

上における論点および争点を明確にするため、一問一答の
方式で行うことができる。
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反問権付与

議会基本条例で反問権付与を規定
●基本条例 第９条第２項

議会の会議及び委員会において、市長等は、議員の質問、政策提
言、議員提出議案等に関し、議論を深めるため、議長又は委員長の
許可を得て、当該議員に対し反問することができる。

議会基本条例で定めた反問権等の運用について
議長と市長で確認書に調印（2014年3月27日）

確認書（抜粋）

●反問の内容が、議員が行った質問・質疑の範ちゅ
うから逸脱していると議長もしくは委員長が判断し
たときは発言を中止できる。
●一般質問ならびに施政方針質疑で反問に対する議
員の答弁時間は、持ち時間に算入しない。

●市長等は、反問権を行使するときは論点、争点を
明確にするという趣旨を十分踏まえるものとする。

２０１７年６月議会で中村隆象市長が初めて行使
34



請願・陳情

議会基本条例で市民による政策提言と位置付け
●基本条例 第６条第４項
議会は、請願及び陳情を市民による政策提言と位置づけ、その審
議において必要があると認める場合は、提案者の説明および意見を
聴く機会を設けることができる。

請願審査
①所管委員会に付託
②紹介議員から願意の説明
③紹介議員に対する質疑
④請願者の意見陳述、質疑
（５分間で意見陳述）

⑤討論、採決

陳情
①陳情文をコピーして
全議員に配布
②議会だよりに記載

35



36

請願者の意見を正式に聞く機会を実現

請願者
請願者

紹介議員

紹介議員

市民建産委員会
（２０１５年１月１９日）

文教厚生委員会
（２０１６年９月５日）

紹介議員の説明と質疑が終了したあと、５分以内という条件で
請願者から意見をお聞きしました。



自由討議の活用①

議会基本条例で自由討議尊重を規定
●基本条例 第４条第１項
議員は、議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを
十分認識し、議員相互の自由な討議を尊重しなければならない。

会議規則で自由討議の運用を規定

●会議規則第52条の2、第115条の2

質疑終了後、議長（委員長）が必要があると認めたとき又は動議が
あったときは、会議に諮って自由討議を行うことができる。
●会議規則第60条、第122条 質疑、自由討議又は討論が終わったときは、
議長（委員長）はその終結を宣言する。

37

三豊市議会の基本条例
第5章 自由討議の拡大
(自由討議による合意形成)

第10条 議会は、常任委員

会、議会運営委員会又は特別
委員会において、議員提出議
案、市長提出議案、市民提案
等に関して審査し結論を出す
場合は、議員相互間の自由討
議により議論を尽くして合意
形成に努めるとともに、市民
に対する説明責任を十分に果
たすよう努めるものとする。
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閉会中の所管事務調査と議案審査の最近の経験

国保改定の
協議会諮問
（２０１５年１１月）

国保改定の
協議会答申
２０１６年１月２８日

閉
会
中
の
所
管
委
員
会
（
２
月
２
日
）

国保改定の
議案提出

２０１６年２月２２日

会
期
中
の
所
管
委
員
会
（
３
月
８
日
）

会
期
中
の
所
管
委
員
会
（
１
８
、
２
２
日
）

自
由
討
議⇒
「
附
帯
決
議
」

最
終
日
の
本
会
議
（
２
８
日
）

「
決
議
」
を
委
員
会
提
出
・
可
決

法定外繰入
による
改定率確定

●
国
保
運
営
協
議
会
の
会
議
資
料
に
基
づ
き

「
論
点
」
を
整
理
し
て
議
案
審
議

●
委
員
か
ら
自
由
討
議
を
求
め
る
動
議

●
附
帯
決
議
案
を
審
議
し
可
決

国保改定の
議案可決

市長に５点要望

●
国
保
改
定
に
関
す
る
国
保
運
営
協
議
会
へ

の
諮
問
、
協
議
会
の
答
申
の
報
告
な
し

●
答
申
の
資
料
提
出
を
求
め
、
答
申
書
を
提
出

閉
会
中
の
所
管
委
員
会
（
４
月
２
６
日
）

●
４
月
２
５
日
「
市
長
声
明
」
を
発
表
。

「市長声明」実現。

「決議」可決後の執行
状況を確認。

会
期
中
の
所
管
委
員
会
（
６
月
１
６
日
）

●
国
に
対
す
る
「
緊
急
要
望
」
（
古
賀
市

長
名
）
を
提
出
（
５
月
２
５
日
）



タブレット活用

資料をPDFファイルで提供
●2013年3月議会以降

議運メンバーで霧島市議会の先進事例を視察研修
●2013年7月（政務活動）

議運で逗子市議会のタブレット活用を視察
●2014年7月29日

9月議会最終日に報告。執行部に早期検討を提言。

39

Googleドライブを
活用した資料、日程、名簿
などの共有から着手

前期
逗子市議会の視察風景

本会議、委員会へのパソコン等の
持ち込みを許可

すでにほぼ全議員が活用しています



賛否の公開

議会だよりで全議案の議員ごとの賛否を掲載
●2005年3月から主な議案、2012年から全議案
押しボタン式表決システムを導入
●2014年6月議会
●会議規則第70条（起立等による表決）に押し
ボタン式表決を規定。賛成、反対を明確にし
た。

40

●押しボタンによる採決後、議長は「投票総数・人、
賛成・人、反対・人、よって可決・否決」と口述。

●可否同数の場合は、直ちに議長裁決とする。以前は
投票を行っていたが、可否同数が明確であることから
投票を省略することが可能となった。

会議規則第７０条（起立等による
表決）の第３項、４項に「押しボ
タン式表決」について定めた。

議員ごとの
賛否を表示

２０１７年３月２７日 本会議
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定
例
会
最
終
日
の
本
会
議

議
会
閉
会
中
の
継
続
審
査
付
託

定
例
会
初
日
の
本
会
議

議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
報
告

議会閉会中の所管事務調査

総務委員会（総務部）

文教厚生委員会（教育部、保健福祉部）

市民建産委員会（市民部、建設産業部）

（１日間）

（２日間）

（２日間）
３委員長の報告
A４版４ページ
４５分程度

各課から文書資料とともに各事業等の
進捗状況の報告を受け、質疑を行う。

委員長報告全文
をホームページ
にアップ



１９９７年３月 議会だより発行検討委員会

１９９７年９月２４日「市議会報編集委員会」発足

１９９７年１１月 「創刊号」発行～第74号まで発行

１９９９年６月 「議会報編集特別委員会」設置

２００５年１月 嬉野町議会の視察

２００５年３月 賛否一覧、討論概要掲載

２００６年２月 深沢先生研修会・地方議会人掲載

２０１１年２月 「議会報編集マニュアル」を作成

２０１５年３月 「議会報編集常任委員会」化を可決

後半



43

議案修正、議員提案条例

予算関係の減額修正案可決の経験
●当初予算案の海外視察費の減額修正（2013年3月議会）
●補正予算案の保育所新設補助の減額修正（2013年12月議会）
●当初予算に対する付帯決議（2014年3月議会）

議員提案による条例制定の経験
●深夜花火規制条例の議員提案、可決（2013年6月議会）

総合振興計画に対する議会としての提言の経験
●第4次総合振興計画に対する６点の提言（2013年２月臨時会）

三豊市議会の議会基本条例
(法第96条第2項の議決事項)

第9条 法第96条第2項の議会の議決事項

については、代表機関である議会が、市
政における重要な計画等の決定に参画す
る観点と同じく、代表機関である市長の
政策執行上の必要性を比較考量の上、次
のとおり定める。
(1) 三豊市総合計画基本構想及び基本計
画の策定又は変更
(2) 三豊市都市計画マスタープランの策
定又は変更
(3) 三豊市地域福祉計画の策定又は変更
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前期の政策推進会議役員会の活動
古賀市議会災害対応要綱を策定

「災害対応要綱」
①警戒本部第１配備
局長が議長に報告
②警戒本部第２配備
議長は副議長、総務正副委員長を招集
③災害対策本部
議長は議会災害対策会議を設置（正副
議長、議運と各常任正副委員長）
④所掌事務
安否及び居場所確認、災害情報の集約、
市対策本部への情報提供、市対策本部か
らの情報の議員への提供

※議会事務局職員は議会の対策会議の事
務に従事することになった。

前期

今回の熊本
地震はこの
レベル

政策推進会議は各会派選出メンバーで構成
議長はオブザーバー

役員会でまとまったことなどは全体会で協議・
確認します

業務継続計画は議運答申をもとに協議し全協で了承
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災害時の議会対応要綱を市長に報告
（２０１５年３月２４日）

防災ジャンパーとヘルメットを購入
（議員互助会）

災害対応

議会対応要綱を記者発表
（２０１５年４月１５日）

今期は防災キャップを購入
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古賀市議会災害対策会議の設置訓練
（２０１５年１１月２９日・第１委員会室）

災害対応

災害対策本部設置訓練
２０１５年１１月２９日

千鳥小校区防災訓練
２０１５年１１月２９日
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古
賀
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
は
、
災
害

発
生
時
の
議
会
と
し
て
の
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
に
向
け
て
、
滋
賀
県

大
津
市
議
会
の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し

ま
し
た
。

（
２
０
１
６
年
１
０
月
１
４
日
）

災害対応

サバイバル
ローラーバッグ

大津市議会
議会局次長
清水克士さん
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何らかの行動指針がある議会 ３４％
・申し合わせ ・議員の行動指針
・対応マニュアル
・災害対策本部設置要綱 ・BCP

非
常
時
に
お
け
る
議
会
の
行
動
指
針
策
定
状
況

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

議
会
改
革
調
査
部
会

２
０
１
６
年
１
１
月
２
日

災害対応
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災害対応

災
害
発
生
後
の
時
系
列
の
行
動
パ
タ
ー
ン

議
会
運
営
委
員
会
の
答
申

２
０
１
６
年
２
月
７
日

全
員
協
議
会
で
了
承

２
０
１
７
年
６
月
２
７
日
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災
害
発
生
時
の
本
会
議
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

議
会
運
営
委
員
会
の
答
申

２
０
１
６
年
２
月
７
日

全
員
協
議
会
で
了
承

２
０
１
７
年
６
月
２
７
日

災害対応
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議会研修会の開催
課長、係長等を講師にテーマ別の研修会

財政問題研修会
２０１５年８月１１日

荒木教育長（当時）を
講師に研修会

２０１２年１１月７日

前期は、財政、高齢者、産業、土地、教育、健康、農業の７テーマで実施。
今期も、財政、健康問題、水道行政をテーマに実施。

前期
今期

健康づくり問題研修会
２０１６年５月２３日

水道行政研修会
２０１６年１０月２１日

三豊市議会
公開議員
研修会
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政
策
推
進
会
議
全
体
会
の
様
子

市
民
の
声
を
も
と
に
提
言
に
向
け
て

議
員
間
の
討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た

議会基本条例・第１３条
●市政に関して重要なものについて、議員
間で共通認識及び合意形成を図り、政策立
案を推進するため、政策推進会議を開催す
ることができる
●提言として取りまとめたものについて市
長等に報告することができる

政策推進会議運営要綱
●（所掌事務）政策課題の決定、調査研究
の実施、政策的条例案の策定、市長に対す
る政策提言の報告
●（役員会）副議長及び各会派から選出さ
れた者で役員会を置く。
●（役員会の所掌事務）政策課題の募集及
び選定、政策課題発表会の企画及び実施、
議会報告会を受けた政策課題の発意、緊急
性および必要性が高い政策課題の発意

政策課題の発表会

提言に向けた議員間討議
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２
０
１
６
年
８
月
上
旬

全
議
員
が
市
内
の
路
線
バ
ス
に
乗
車
し
て

現
状
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

バス乗務員から説明を聞きました バスの中でアンケートに記入する高校生

乗客から直接聞き取りもしました 朝夕は通勤・通学で多かったです
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９９４件の回答をパソコンで集計

２
０
１
６
年
８
月
～
９
月
１
０
日

公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

私
た
ち
の
予
想
を
遥
か
に
超
え
る

９
９
４
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

９９４件のうち約４割の回答にはご
意見がびっしり記入されていました

わざわざ切手を貼って郵送して
くれた方もたくさんいました

制度改革を活かした最近の初歩的な経験
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政
策
推
進
会
議
全
体
会
の
様
子

各
会
派
・
議
員
か
ら
の
提
案
や
議
員
間
の

討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た
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最終報告・提言のまとめ部分
（２０１７年３月２日提出）

一般会計予算に対する「決議」
（２０１７年３月２７日可決）

西日本新聞報道
（２０１７年４月９日）
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議員６人で市民への報告ならびに意見交換会を共同開催

６０人の市民が切実な声を発表

バス減便直後に
市民の中へ
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市民から届いた切実な声
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議員６人で市民への報告ならびに意見交換会を共同開催

提言を具体化できるか正念場
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赤字補てんの補助金（２０１６年度と１７年度比較）
４０４７万７０００円⇒４１５２万１０００円

延走行距離は月平均２９１５km減少

運行経費は月平均２２万６１８８円増加

現金収入は月平均８万３０００円減少

利用人員は月平均６０１人減少
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福岡女学院看護大学 古賀市議会

健康寿命延伸に向けた学生の地域活動

議会と大学のパートナーシップ協定
２月２４日に協定書締結並びに記念講演

公民館でのヘルスステーション

市と大学の
包括的連携
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福岡女学院看護大学と古賀市議会
のパートナーシップ協定を締結
（２０１５年２月２４日）

看護大学の松尾和枝教授が
議場で記念講演

（２０１５年２月２４日）

前期
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福岡女学院看護大学の松尾教授が
県市議会議長会研修会で講演
２０１５年１０月１５日

健康寿命延伸、議会と大学との
パートナーシップ協定を発信

今期

パートナーシップ協定に基づく取り組み

福岡女学院看護大学の学生
５人が議員にインタビュー
２０１５年５月２７日

福岡女学院看護大学の学生
４人が一般質問を見た上で
議員にインタビュー
議員活動のあり方に
ついても質問

２０１６年５月１３日

２０１７年５月１９日
看護大学生インタビューを実施



66

３回目の議場での作文発表
（２０１６年２月１３日）

小中学生が堂々と意見発表

表彰式

子どもたちが傍聴席の
保護者等にお礼
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議会事務局体制強化を求める要望書を市長に提出
正副議長、議運正副委員長で手渡す（２０１５年１月１５日）

●正規職員５人の確保
●再任用１名の確保
●議会基本条例施行に対応できる議
会事務局体制の確立が大きな趣旨
●産休対応を正規職員配置とする

２０１５年５月以前の状態
●正規４人と再任用１人
●業務の過重負担
●５月に育休正規の復帰

前期

２０１５年５月に
実現しました

今期も
この体制は継続



係長の参事補佐
昇任辞令交付

（２０１５年４月１日）
前期

吉村新局長の辞令交付
（２０１６年４月１日・議長室）

今期
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その４ ビデオレター上映
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情報は「まちづくりのビタミン剤」

ぬまけんの古賀市に乾杯
ビデオレター

昨年１２月１７日に第１作

今日までに１２８本

延べ再生回数３万７千回
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ビデオレターを上映します

声
現
場

解
決

発
信
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その５ 議会改革の先に
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健康づくり
最優先課題



❶地域活性化プロジェクト

❷快適安心プロジェクト

❸子どもすこやかプロジェクト

❹暮らし支え合いプロジェクト

❺生涯活躍プロジェクト

後期基本計画重点プロジェクト
２０１７年～２０２１年

中村市長提案

❶健康で安心して暮らせるまち

❷子育て、子育ち、若者の希望

❸にぎわいと活力・農商工連携

❹防災・防犯・環境・平和

❺文化・スポーツ・生涯学習

❻計画的行財政運営・市民参画

健康と地域
ビジョン
（奴間健司提案）
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企業誘致
推進本部
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昨年９月に特定健診自己
負担無料化を提言した。
今年から半額になった。

職員が検討し最適な方法を
選択し、私が了承した。

４つの健康づくり計画を
策定するためには、市長
をトップとする健康づく
り推進本部が必要だ。

今の段階で大幅に検討体
制を変えることは考えて
いない。

３月２１日の一般質問

保健医療２０３５推進
本部が設置された
市長が本部長
（５月）

ぬま健司ビジョンの具体化
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他の自治体と比較した
人口１０万人当たりの保健師の人数

①福岡県は全国４７都道府県で第３９位と少ない
②古賀市は福岡県内６０市町村で５３位と少ない
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製造業は
古賀市の宝
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工業出荷額は
県内９位
食品は
県内２位
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市政信頼
市民参画



予算編成作業

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ３月２月１月

施
政
方
針
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
発
表
会

施
政
方
針
・グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
報
告
会

市民評価アンケート

市
役
所
各
課

前
年
度
の
実
績
報
告
書

サ
マ
ー
・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 施政方針の作成

予
算
編
成
説
明
会

予
算
議
会

決
算
議
会

市
長
記
者
会
見

市民１００人委員会
各部に対応し毎月１回開催
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自治体 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

古賀市

春日市

宗像市

粕屋町

申込
１
次

２
次

３
次

１
次

２
次

３
次

４
次

１
次

２
次

３
次

１
次

２
次

３
次

公
表

公
表

公
表

公
表

職員採用説明会やＳＰＩ３の導入

ＳＰＩ３能力検査
公務員試験対策不要

チャレンジ枠 １次・SPI３ ２
次

３
次

古賀市と粕屋町
は前年度実績

チャレンジ枠 公務員の枠にとらわれない
チャレンジ意欲あふれる人材

元気な職員枠 民間企業、市民活動、文化芸
術等による高い特性もつ人材

申込

職員採用説明会

申込

建築・土木ツアー

申込

職員採用
改 革
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16

古賀市は要項を７月に公
表しているが春日市等は
４月だ。早めに公表した
らどうか。

功罪も合わせて検討した
い。

春日市で実施している市
長等による採用説明会や
ＳＰＩ能力検査は検討の
価値があるのではない
か。

良い人材の採用は重要な
テーマであり労力を惜し
むものではない。より良
い方法を模索し、良いこ
とは速やかに実行した
い。

６月２１日の一般質問 春日市の競争率
２０１６年度 １１０倍
２０１７年度 １１８倍

古賀市の競争率
２０１６年度 ２３．７倍

職員採用
改 革

17
応募は２３．８倍 受験は１５．５倍 建築土木は採用０

大卒程度は１５６人応募
９９人が受験
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22

採用後半年間、手書きに
よる業務日誌や自主学習
を進めるフレッシャーズ
ノートを活用したらどう
か。

先輩職員によるサポー
ター制度の定着を図りた
い。
市役所職員として最低限
の知識を備えるための
データブックを全職員に
配布する。

手書きの日誌は
賛成です。

自主学習で議会
のことは勉強し
た方がいいです。

６月２１日の一般質問

新規採用職員
育 成
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職員の不祥事等をどう思うか。
不信感、不安感を与え申し訳な
く思う。職員全員が、服務規律
の徹底、綱紀の保持に努める。

記者会見をやるべきではないか。緊急記者会見はやっていないが
定例（記者懇談）会で説明して
いる。

停職６ヶ月、課長補佐への降任
処分という懲戒免職の次に重た
い処分としたのは飲酒運転をし
たからか。

市長、三役の減給処分は最低必
要だったのではないか。飲酒運
転撲滅の声を上げていないのは
不思議だ。

飲酒運転したと判断して
いる。

失錯行為という論理的に説明で
きない行為であり、通常の飲酒
運転とは違うと考えている。飲
酒運転撲滅は今後も取り組む。

事件当日の状況、相手方への謝罪等誠意ある対応を行っていること、また、
これまで処分歴がないこと、職員の勤務態度、他自治体での処分事例、な
おかつ検察の判断として不起訴となった事実を踏まえ、総合的に判断し、
免職の次に重い「停職６ヶ月」という処分を下した。（６月２３日談話）

６月２１日の一般質問

一般質問の二日後にホームページ
で談話を発表した。そこには飲酒
運転のことは全く触れていない。
なぜ免職の次に重たい処分にした
のか理由を避けている。

職員不祥事
問 題
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平和のために



被爆直後の
クスノキ

復活した
クスノキ

古賀市は２０２０年に核兵器の廃絶を目指す
平和首長会議に加盟しています
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被爆クスノキ植樹
立花昌子さんの
被爆体験談

舞の里小・６月１６日

舞の里小・６月１６日

千鳥小・６月２８日

花見小・６月３０日

古賀北中・７月６日

平和教育
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尊敬する
リーダー



１９６０年代の岩手県沢内村の実践に学ぶ

「村民の生命を守るた
めには命を懸ける」
「国がやらないなら私
がやる」という政治理
念にもとづき医療費の
無料化を行った岩手県
沢内村の深沢晟雄（ふ
かさわ まさお）村長

沢内村の生命行政を
支えた保健師の活動

医療費無料化の後、
健康管理課（医師が
課長で保健師等で構
成）を設置し、村民
の健康データをすべ
て集め、医療費を削
減することができた乳児死亡率ゼロを達成した原動力が保健師

尊敬するリーダー



菅谷市長を表敬訪問
「市長は戦略を語り、肉づけは
職員が頑張ってくれる。あとは
ほめるだけ。」
「医療人としての視点」
「金太郎飴の政策。地方が国
を変える。地方から世界に発
信する。」
※市長学を学べたことは大き
な収穫だった。
２０１５年１０月２０日97

尊敬するリーダー
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ご清聴ありがとうございました！

みなさんのご意見を
ぜひお聞かせください！


